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議案　第３４号　　福島市公設地方卸売市場条例の一部を改正する条例制定の件

（福島市公設地方卸売市場条例の一部改正）

　福島市公設地方卸売市場条例（平成25年条例第21号）の一部を次のように改正する。

　附則第５項中「令和７年３月３１日」を「令和９年３月３１日」に改める。

１　新旧対照表

附　則 附　則

１～４　（略） １～４　（略）

（市場の使用料の特例） （市場の使用料の特例）

（略） （略）

６～９　（略） ６～９　（略）

２　条例の施行日 令和７年４月１日

３　改正の趣旨

４　対象者

　卸売業者（３社）、仲卸業者（１６社）、関連事業者（１５社）・その他の団体（３団体）　合計３７社・団体

５　市場の使用料の特例内容

　卸売金額の　３．０／１０００　➡　２．０／１０００　

　条例規定の使用料　➡　１５％減額

種　別

卸売業者市場使用料（売上高使用料）

仲卸業者市場使用料（売上高使用料）

議案書　Ｐ１２５

新 旧

５　この条例の施行の日から令和９年３月31日までの間における別表の規定の適
用については、同表の規定中次の表の左欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄
に掲げる字句とする。

５　この条例の施行の日から令和７年３月31日までの間における別表の規定の適
用については、同表の規定中次の表の左欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄
に掲げる字句とする。

(市場管理課）

　コロナ禍明け以降も取引先の減少や冠婚葬祭のスタイルの変化（飲食機会の減少）、気候変動による気温や海水温の上昇等による集荷量や漁獲高減少に伴う
取扱数量の減少と単価高による影響、各種物価高騰による経費の増加により、場内事業者の経営は厳しい状況にある。
　今後、持続可能で効率的な市場運営を目指すとともに、場内事業者の経営基盤の安定を図るため、使用料減免の特例期間を延長する改正を行い、市民への安
全安心な生鮮食料品等の安定供給を確保するものである。

場内事業者施設使用料（施設使用料）

　当市場外からの仕入金額の　３．０／１０００　➡　２．０／１０００　

市場の使用料の特例（現行と同様）
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議案１８号　令和６年度福島市一般会計補正予算（所管分）

◇ 大笹生ダム費追加

○ 施設改修費

合計 6,050

（農林整備課）

負担金 6,050 県営事業費負担金（６,００0）、福島県土地改良事業団体連合会賦課金（５0）

補正予算説明書
歳入　 Ｐ１２

　 6,050 歳出　 Ｐ１５

　県営事業で実施している大笹生ダムの防災ダム事業において、国の補正予算を受けて県が令和７年度に予定してい
た事業を一部前倒ししたことにより、負担金及び賦課金を増額するもの。

（単位　千円）

区分 補正額 内容等

6,050

19,197 6,050 25,247 - 6,000 - 50
大笹生ダム費

426,607 6,050 432,657 - 6,000 - 50
２　農業総務費

６款　農林水産業費 １項　農業費

（単位　千円）

目 細目 補正前の額 補正額 計
補　正　額　の　財　源　内　訳

説明
国県支出金 地方債 その他 一般財源
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議案第１８号　令和６年度福島市一般会計補正予算（所管分）  

　

◇　農村環境保全対策費

〇　農林業振興基金積立金

　②１月～１２月の売電の収入実績の３％に相当する額を年度末に一括して積み立て。

６款　農林水産業費　 １項　農業費

（単位　千円）

目 細目 補正前の額 補正額 計
補　正　額　の　財　源　内　訳

説明
国県支出金 地方債 その他 一般財源

３　農業振興費  
972,948 108,887 1,081,835 - - 108,887 -

農村環境保全対策費
　 　 寄附金

29 108,887 108,916 - - 108,887 -

108,887 補正予算説明書
歳入　 Ｐ 12　　

108,887 歳出　 Ｐ 15　　

　①福島市農山漁村再生可能エネルギー法協議会において協議し決定された、発電事業を行う者が市に拠出することと
　　された額を農林業振興基金に積み立てるもの。

（農業企画課）

・あづま小富士第一発電所 108,887千円

・松川水原第二発電所 0千円
（令和７年１月末日から売電開始）

福島市農山漁村再生可能エネルギー法協議会における決定事項

・発電事業を行う者は、売電収入実績の３％に相当する額を市の基金に拠出する。

・市は拠出額を財源として農林業の振興を図るとともに、農林業を取り巻く環境改善や課題解決、

　農林業者の経営改善のための各種施策（健全な発展に資する取組）を実施する。
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議案１８号　令和６年度福島市一般会計補正予算（所管分）

◇ 施設維持改修費追加

○ 農村地域防災減災事業費

（農林整備課）

5,262

合計 5,262

設計等委託料（板山沼） 3,017 設計等委託料（３,０１７）

負担金（高谷沼） 2,245 県営事業費負担金（２,２２４）、福島県土地改良事業団体連合会賦課金（２１）

　
　・板山沼ため池調査設計業務委託において、国の補正予算を受けて市が令和７年度に予定していた事業の一部を前
倒ししたことにより、設計等委託料を増額するもの。

  ・県営事業で実施している高谷沼ため池改修工事において、国の補正予算を受けて県が令和７年度事業の一部を前
倒ししたことに伴い、負担金及び賦課金を増額するもの。

（単位　千円）

区分 補正額 内容等

補正予算説明書
歳入　 Ｐ１２

　 5,262 歳出　 Ｐ１５～Ｐ１６

14,752 5,262 20,014 3,000 2,200 - 62
施設維持改修費

609,346 5,262 614,608 3,000 2,200 - 62
5　農地費

６款　農林水産業費 １項　農業費

（単位　千円）

目 細目 補正前の額 補正額 計
補　正　額　の　財　源　内　訳

説明
国県支出金 地方債 その他 一般財源



議案１８号　令和６年度福島市一般会計補正予算（所管分）

議案書　Ｐ６２

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（農業企画課・農林整備課）

17,017

 板山沼ため池調査設計業務委託は、令
和７年１月に国の補正予算を受けて実施
することとなり、年度内の完了が見込め
ないため繰り越すもの。

款 項 事　　業　　名 金　　額 繰　越　理　由

(単位　千円)

繰　越　理　由

款 項 事　　業　　名 金　　額 繰　越　理　由

　事業主体である福島市土地改良区が
行った入札が２度不調となり、３度目の
入札で落札しましたが、落札時期の遅延
より、年度内の完了が見込めないため繰
り越すもの。

６　農林水産業費 １　農業費 農業施設情報通信環境整備対策事業 6,600

款 項 事　　業　　名

◇ 繰越明許費補正（追加）

款 項 事　　業　　名 金　　額

６　農林水産業費 １　農業費 新規就農者育成総合対策事業 22,377

　農林水産省の令和６年度補正予算「新
規就農者確保緊急円滑化対策」及び県費
を財源とするもの。
　県からの交付決定が令和７年度４月以
降の見込みであるため繰り越すもの。

金　　額 繰　越　理　由

ふくしま森林再生事業 76,877

　間伐材の搬出路として利用を見込んで
いた県施工の林業専用道路整備が1年遅
れたことに加え、積雪の影響により現場
での作業が不可能となり、年度内の完了
が見込めないため繰り越すもの。

６　農林水産業費 １　農業費

６　農林水産業費 ２　林業費

 農村地域防災減災事業
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